
２
０
０
６
年
、
よ
み
が
え
っ
た
。

今
で
は
、
農
村
歌
舞
伎
の
披
露

や
地
元
合
唱
団
の
活
躍
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
黒
座
コ
ー
ラ
ス
は
、
元
高

と
っ
て
お
き
の
ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト

とべ動物園
県運動公園
えひめ子どもの城

第47番札所
八坂寺

第46番札所
浄瑠璃寺

久谷支所
荏原公民館

国重文
渡部邸

久谷中

久谷郵便局

円福寺

坂本公民館

R33三坂峠方面
葛掛五社神社

坂
本
小

相原石材彫刻

窪寺跡

旧
へ
ん
ろ
道
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坂本屋

大
黒
座
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■ 

坂
本
屋 

〈
窪
野
町
桜
〉

　

旧
遍
路
宿
「
坂
本
屋
」
は
、

旧
土
佐
街
道
の
難
所
三
坂
峠
の

ふ
も
と
に
大
正
初
期
ご
ろ
に
建

て
ら
れ
た
。

　

廃
屋
と
な
っ
て
い
た
同
宿
だ

が
、
２
０
０
４
年
に
住
民
ら
の

力
に
よ
っ
て
お
遍
路
さ
ん
の
憩

い
の
場
と
し
て
復
活
。
週
末
に

は
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全

国
各
地
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
を

お
接
待
す
る
。
年
齢
に
関
係
な

く
初
対
面
で
も
、
自
然
と
会
話

が
弾
む
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

同
宿
の
解
放
時
間
は
３
〜
11

月
の
毎
週
土
・
日
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
。
季
節
ご
と

に
月
見
や
雛
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
詳

し
く
は
坂
本
屋
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp

://w
w

w
.n

o
ra

.

o
r.jp

/s
a
k
a
m

o
to

y
a
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■ 

ほ
た
る
の
夕
べ

　

蛍
飛
び
交
う
初
夏
の
夜
。
５

月
26
日
、
久
谷
町
葛
掛
五
社
神

社
で
、
恒
例
の
祭
り
「
ほ
た
る

　

蛍
が
自
生
す
る
美
し
い
川
と

緑
に
囲
ま
れ
て
聞
く
演
奏
は
格

別
。
都
会
の
喧
騒
と
切
り
離
さ

れ
た
悠
久
の
流
れ
に
浸
る
こ
と

が
で
き
た
。 

■ 

大
黒
座

　

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
木

校
教
師
の
松
本
三
郎
さ
ん
（
70
）

率
い
る
混
声
合
唱
団
。
週
１
回

大
黒
座
で
練
習
し
て
い
る
。
メ

ン
バ
ー
は
地
元
住
民
を
中
心
に

約
40
人
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
歌

は
喜
び
」
を
は
じ
め
、
数
曲
を

熱
唱
。
土
壁
に
響
く
歌
声
に
足

を
止
め
る
お
遍
路
さ
ん
も
い
る

と
か
。
福
祉
施
設
や
地
域
の
交

流
会
で
観
客
の
心
を
和
ま
せ
て

い
る
。

　

同
コ
ー
ラ
ス
は
町
内
外
の
メ

ン
バ
ー
を
募
集
中
。
男
性
歓
迎
。

問
い
合
わ
せ
は
同
コ
ー
ラ
ス
座

長
の
尾
崎
さ
ん
＝
電
話
０
９
０

（
４
２
２
４
）
１
１
８
２

（
金
永
彰
太
、
松
田
祥
太
郎
）

　

松
山
の
夏
の
風
物
詩
「
野
球

サ
ン
バ
」。
参
加
チ
ー
ム
の
常

連
の
ひ
と
つ
「
地
球
人
サ
ン
バ

チ
ー
ム
」
は
市
在
住
外
国
人
が

メ
ン
バ
ー
の
中
心
だ
。

 

「
踊
り
は
誰
で
も
踊
り
や
す
い

簡
単
な
振
り
付
け
で
す
。
踊

り
を
通
し
て
、
国
籍
に
関
係
な

く
新
た
な
友
達
づ
く
り
に
も
繋

が
り
ま
す
」
と
市
在
住
外
国
人

や
同
サ
ン
バ
の
練
習
を
支
援
す

る
「
ま
つ
や
ま
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
」（
三
番
町
６
丁
目
）
の
敷

村
弥
生
所
長
は
話
す
。

　

昨
年
は
、
当
日
参
加
者
が
増

え
に
増
え
、
約
１
０
０
名
が
踊

り
歩
い
た
。 

同
チ
ー
ム
は
、
今

年
も
８
月
11
日
（
土
）
の
出
場

に
向
け
て
練
習
を
積
ん
だ
。

　

世
界
各
国
出
身
の
約

２
、６
０
０
人
が
暮
ら
す
松
山

市
。
毎
年
１
月
に
は
市
在
住
外

国
人
と
日
本
人
が
交
流
す
る

「
地
球
人
ま
つ
り
」
が
開
か
れ

る
。
各
国
の
料
理
、
遊
び
、
民

族
衣
装
の
紹
介
を
通
し
て
、
同

じ
「
地
球
人
」
と
し
て
互
い
の

文
化
や
伝
統
を
大
切
に
し
合
っ

て
い
る
。　
　
　
　

 

（
安
部
巌
） 

　

今
年
４
月
28
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た「
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」（
一
番
町
３
丁
目
）

は
、松
山
の
ま
ち
全
体
を
「
屋

根
の
な
い
博
物
館
（
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」、
に

見
立
て
た
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
施
設
だ
。

　

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

の
交
差
点
と
し
て
、
市
民
活

動
を
支
援
す
る
の
も
機
能
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
地
元
の
若
者
や
学
生
に

は
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を

期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
!? 

館
長
で
あ
る
松
原
正
毅
さ
ん

（
65
）
に
尋
ね
て
み
た
。

  

「
松
山
は
良
い
ま
ち
だ
が
、

も
っ
と
良
く
し
て
い
く
に
は

ど
う
す
る
か
を
考
え
て
、
出

来
る
こ
と
を
実
行
し
て
ほ
し

い
。
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の
作

品
を
突
き
詰
め
て
い
え
ば
、

人
物
を
通
じ
て
日
本
に
お
け

る
近
代
国
家
の
形
成
を
描

い
た
も
の
。
近
代
国
家
制
度

に
つ
い
て
若
い
人
た
ち
が
な

ぜ
出
来
た
の
か
、
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
、
ど
う
い
う
風

に
作
り
変
え
て
い
く
べ
き
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
、
こ
こ

で
得
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

通
じ
て
、
未
来
を
考
え
る
出

発
点
と
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
」
と
語
る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
館
内

の
な
だ
ら
か
な
坂
道
を
登
り

つ
つ
、
小
説
「
坂
の
上
の
雲
」

の
背
景
で
あ
る
明
治
時
代
、

近
代
国
家
と
し
て
歩
み
始
め

た
日
本
や
、
正
岡
子
規
・
秋

山
真
之
の
青
年
時
代
を
感
じ

取
る
こ
と
が
出
来
る
。

 

　
　
（
玉
井
初
奈
）

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

松ま

つ

ば

ら原
正ま

さ

た

け毅
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

●
笑
う
脳
に
は
福
来
た
る

▼
10
月
20
日（
土
）午
後
0
時
30
分
開
場
、
午
後
1

時
30
分
開
演
、大
黒
座（
久
谷
町
54
）で
。

▼
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
谷
克
弥
氏
に
よ
る

「
長
生
き
の
知
恵
」の
講
演
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
歌
手

や
伊
予
久
谷
里
山
コ
ー
ラ
ス
ら
の
歌
、
健
康
体
操

な
ど
。

▼
入
場
料
：
大
人
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下

３
０
０
円
。

　

		

55
フ
レ
ン
ド
の
仲
間
達

　

☎（
０
８
９
）９
８
４
・
３
７
８
６（
星
加
さ
ん
）

●
木
村
家
カ
フ
ェ

▼
10
月
27
日（
土
）午
後
0
時
～
5
時
、
松
山
市
三

津
１
丁
目
の
木
村
家
で
。

▼
明
治
時
代
の
ま
ま
手
を
加
え
て
い
な
い
古
民

家
内
で
カ
フ
ェ
が
楽
し
め
る
。

　

		

カ
フ
ェ
「
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
」

　

松
山
市
住
吉
１
丁
目

　

☎（
０
８
９
）９
５
２
・
１
４
５
４

●
潮
騒
ウ
ォ
ー
ク

▼
10
月
28
日
（
日
）
午
前
9
時
Ｊ
Ｒ
三
津
浜
駅
集

合
～
3
時
30
分
和
気
駅
解
散
。

▼
三
津
の
町
並
み
、「
三
津
の
渡
し
」、
梅
津
寺
、

タ
ー
ナ
ー
島
な
ど
を
経
て
、
松
山
観
光
港
で
昼

食
、
五
十
二
番
札
所
太
山
寺
、
五
十
三
番
札
所
円

明
寺
へ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
。

▼
参
加
費
：
１
０
０
円
（
保
険
代
）、
各
自
弁
当	

持
参
。

　

		

タ
ー
ナ
ー
島
を
守
る
会

　

松
山
市
梅
津
寺
町	

高
浜
公
民
館
内	

　

☎（
０
８
９
）９
５
２
・
１
９
１
８（
上じ

ょ
う
ど
う堂

さ
ん
）

ま
ち
づ
く
り
掲
示
板●

道
後
に
き
た
つ
の
路  

　

日
曜
朝
市 

湯
あ
が
り
市

▼
毎
月
第
４
日
曜
日
午
前
８
時
～
、
松
山
市
道
後

湯
之
町
「
道
後
に
き
た
つ
の
路
」
で
。▼
地
元
産
の

新
鮮
な
野
菜
や
山
菜
、
食
品
を
30
～
40
店
が
販
売

す
る
。県
特
産
品
の
真
珠
も
並
ぶ
。

　

		

同
市
実
行
委
員
会

　

松
山
市
道
後
湯
之
町

　

☎（
０
８
９
）９
４
３
・
８
３
４
２

●
ぶ
ら
り
道
後
の
寺
社
語
り
歩
き

▼
11
月
10
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
道
後
温
泉
駅

前
放
生
園
か
ら
く
り
時
計
前
～
。▼
道
後
温
泉
本

館
や
道
後
の
寺
社
を
巡
り
、
ふ
な
や
旅
館
で
伊
予

弁
に
よ
る
昔
話
を
聞
く
。▼
参
加
費
：
１
０
０
０
円

（
菓
子
・
抹
茶
付
き
）
先
着
25
名
。▼
申
込
方
法
：

往
復
ハ
ガ
キ
で
「
〒
７
９
０-

０
８
４
３	

松
山
市

道
後
町
１
丁
目
6-

5	

大
亀
昌
子
さ
ん
」	

ま
で

　

		

青
春
亭
お
伽
座　

松
山
市
道
後
町
１
丁
目

　

☎（
０
８
９
）９
２
４
・
０
６
５
４（
菊
池
さ
ん
）

●
ゆ
る
り
ん
歩
き
～
冬
の
鳥
探
し
～

▼
11
月
11
日（
日
）午
後
1
時
～
3
時
、
松
山
総
合

公
園
で
。▼
総
合
公
園
の
東
之
池
で
冬
の
鳥
を
観

察
す
る
。無
料
。▼
申
込
方
法
：
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、参
加
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
、
お
よ
び
同
行

者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
連
絡
す

る
。▼
申
込
先
：
都
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
「
11

月
の
ゆ
る
り
ん
歩
き
」
係　

住
所
／
〒
７
９
１-

８
０
２
４　

松
山
市
朝
日
ヶ
丘
1
丁
目
１
６
３
３

-

2
、Ｆ
Ａ
Ｘ
／
（
０
８
９
）９
１
１
・
０
２
５
０

　
		

都
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
０
８
９
）９
１
１
・
０
２
５
０

まちづくり!!　まつやま新聞

の
夕
べ
」
が
開
か
れ
た
。
プ
ロ

の
音
楽
家
や
、
住
民
グ
ル
ー

プ
の
演
奏
で
境
内
は
に
ぎ
わ
っ

た
。
夜
店
や
舞
台
設
備
は
地
元

住
民
の
手
作
り
だ
。

造
２
階
建
の
元
酒
蔵
を
改
造

し
た
劇
場
「
大
黒
座
」。
芝
居

の
上
演
な
ど
地
域
の
娯
楽
拠
点

だ
っ
た
。
長
ら
く
閉
鎖
さ
れ
て

い
た
が
、
住
民
の
手
に
よ
っ
て
、

毎年、久谷町の葛掛五社神社で催される「ほたるの夕べ」

「大黒座コーラス」の活躍の場ともなっている大黒座

ボランティアスタッフがお遍路さんを接待する「坂本屋」

松
山
中
心
部
と
高
知
を
つ
な
ぐ
旧
土
佐
街
道
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
松

山
市
久
谷
地
区
。豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
同
地
区
は
、
四
国
八
十
八
カ

所
札
所
を
結
ぶ
遍
路
道
で
も
あ
る
。お
遍
路
さ
ん
が
憩
う
場
で
あ
り
、
旧

遍
路
宿「
坂
本
屋
」や
酒
蔵
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
劇
場「
大
黒
座
」を
中

心
に
、地
元
住
民
が
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

里
山
の
自
然
と
遍
路
文
化
で

古
里
再
生

久谷地区

体
い
っ
ぱ
い
国
際
交
流
！

～
地
球
人
た
ち
の
松
山
～

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

松原正毅（まつばら・まさたけ）

社会人類学者。国立民族学博物館名誉
教授、総合研究大学院大学名誉教授。
「遊牧の世界」（平凡社）など著書多数。
第3会アジア・太平洋「特別賞」ほか受
賞。1942年広島生まれ、松山育ち。

久谷

マップ



キ
ニ
。
色
は
赤
や
ピ
ン
ク
、
可

愛
ら
し
い
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
が

店
頭
で
よ
く
売
れ
た
よ
う
で

す
。
同
じ
女
の
子
ら
し
さ
で
も

東
京
で
は
今
年
は
チ
ェ
ッ
ク
柄

が
人
気
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
松

山
で
チ
ェ
ッ
ク
を
着
た
ら
ひ
と

味
違
っ
て
、
目
立
て
た
か
も
♪ 

ま
た
水
着
の
売
れ
行
き
を
店
頭

で
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
柄
物

で
不
動
の
人
気
と
い
え
ば
ボ
ー

ダ
ー
!! 

夏
ら
し
い
マ
リ
ン
な

イ
メ
ー
ジ
は
海
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
単
色
の
も
の
よ
り
も
、
何

色
も
組
み
合
わ
さ
っ
た
レ
イ
ン

ボ
ー
色
や
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
色

が
人
気
だ
っ
た
よ
う
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
松
山

と
東
京
で
は
１
番
こ
そ
同
じ
で

す
が
、
後
の
結
果
は
予
想
以
上

に
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
全
体

と
し
て
は
、
東
京
で
は
シ
ン
プ

ル
で
シ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
。
松

山
で
は
女
性
（
女
の
子
）
ら
し

い
キ
ュ
ー
ト
さ
を
意
識
し
た
も

の
が
主
流
で
し
た
。

　

男
性
に
聞
き
ま
し
た
!! 

「
女

性
（
彼
女
）
に
は
ど
ん
な
水

着
を
着
て
も
ら
い
た
い
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
の
回
答
は
、

や
っ
ぱ
り
と
言
っ
て
い
い
の
か

ど
う
か
、
圧
倒
的
に
ビ
キ
ニ
!! 

（
笑
）。
中
に
は
「
彼
女
に
は
あ

ま
り
露
出
し
て
ほ
し
く
な
い
」

と
い
う
少
数
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
。
グ
ラ
フ
で
は
着
て
欲
し

い
水
着
の
色
を
表
し
ま
し
た
。

大
半
を
占
め
た
の
は
黒
・
白
で

女
性
と
同
意
見
。
女
性
の
回
答

は
男
性
の
好
み
を
意
識
し
て
の

結
果
だ
っ
た
の
で
は
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
珍

回
答
も
ち
ら
ほ
ら
。
本
気
か
ど

う
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
「
貝
が
ら
」
と
答
え
た
男
性

が
１
人
で
は
な
く
若
干
名
い
た

こ
と
に
驚
き
で
す
。
勇
気
の
あ

る
女
性
求
む
!! 

と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

 

（
高
橋
佐
弥
、
石
浜
美
都
希

　
　

イ
ラ
ス
ト
：
岡
田
未
沙
）

その他
5％

6％

カラフル
11％

白
28％

黒
41％

9％

黄

赤

男
性
が
選
ぶ

女
性
に
着
て
欲
し
い
水
着
の
色

（
調
査
対
象
：
松
山
大
学
の
男
子
学
生
約
40
人
）

2007年10月1日発行【第001号】

◆
ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
Ⅰ

四
季
折
々
楽
し
む「
子
規
の
花
通
り
」

◆
ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
Ⅱ

歴
史
と
自
然
に
出
会
う「
陶
街
道
」を
巡
る

水
着
を
テ
ー
マ
に
大
学
生
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
最
近
の
松
山
の
若
者
の
傾
向
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
東
京
と
比
較
し
、『
２
０
０
７
年
夏

松
山
の
若
者
が
気
に
な
っ
た
水
着
』
を
ラ
ン
キ

ン
グ
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
で
見
る
松
山
若
者
気
質

　　

今
年
、
松
山
の
若
者
に
１
番

人
気
だ
っ
た
は
白
の
三
角
ビ
キ

ニ
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
白
・

黒
の
モ
ノ
ト
ー
ン
色
の
水
着
に

人
気
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
東
京
で
も
同
じ
。

白
は
日
焼
け
し
た
肌
に
水
着
が

映
え
て
と
て
も
き
れ
い
に
見
え

る
と
か
!? 

黒
の
水
着
は
自
分
を

大
人
っ
ぽ
く
演
出
し
た
い
女
性

に
好
評
で
し
た
。

　

松
山
の
女
性
が
２
番
目
に
挙

げ
た
の
は
、
意
外
に
も
ワ
ン

ピ
ー
ス
タ
イ
プ
の
水
着
!! 

東
京

で
は
、
ビ
キ
ニ
が
上
位
独
占
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
の
こ

の
結
果
。「
ビ
キ
ニ
の
上
か
ら
重

ね
て
着
る
タ
イ
プ
が
多
く
、
最

初
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
脱
ぐ
と
ビ

キ
ニ
★
で
便
利
」
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。「
ビ
キ
ニ
は

可
愛
い
け
ど
、
い
き
な
り
ビ
キ

ニ
は
少
し
恥
ず
か
し
い
か
も
」

と
い
う
女
性
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
タ

イ
プ
を
選
ぶ
よ
う
で
す
。
柄
や

色
な
ど
種
類
も
豊
富
に
出
て
い

ま
し
た
。

　

３
番
手
に
つ
い
た
の
は
、
女

の
子
ら
し
い
フ
リ
ル
の
付
い

た
ド
ッ
ト
（
水
玉
）
柄
の
ビ

　

里
山
の
風
情
が
残
る
砥
部

町
。
２
０
０
５
年
に
制
定
さ
れ

た
「
陶
街
道
五
十
三
次
」
を
ご

存
知
だ
ろ
う
か
。
砥
部
町
の
国

道
33
号
か
ら
３
７
９
号
沿
い
に

あ
る
、
窯
元
な
ど
砥
部
焼
き
に

関
す
る
ポ
イ
ン
ト
や
、
文
化
施

設
、
自
然
な
ど
の
53
ケ
所
を
訪

ね
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
だ
。

　

38
番
は
江
戸
時
代
の
終
わ
り

こ
ろ
庄
屋
と
し
て
水
車
業
を
営

ん
で
い
た
「
坪
内
家
」。
武
家

屋
敷
風
の
玄
関
や
格
式
あ
る
御

成
門
な
ど
が
あ
り
、
タ
イ
ム
ス

　

河
原
町
で
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
花
を
愛
し
多
く
の
作
品

に
詠
ん
だ
正
岡
子
規
に
ち
な

み
、
草
花
と
俳
句
を
眺
め
て
歩

け
る
よ
う
、
通
り
に
花
壇
を
並

べ
「
子
規
の
花
通
り
」
と
名
付

け
て
い
る
。

　

花
壇
は
病
床
に
あ
っ
た
子
規

が
窓
か
ら
見
た
景
色
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
お
り
、
ま
る
で
小
さ

な
坪
庭
の
よ
う
だ
。
理
事
長
の

今
井
健
司
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
河
原
町
商
店
街
振
興
組
合
の

皆
さ
ん
、
松
山
東
雲
短
期
大
学

の
松
井
宏
光
教
授
、
愛
媛
県
造

園
組
合
青
年
部
の
協
力
で
、
水

や
り
や
春
夏
秋
冬
の
植
え
替
え

が
さ
れ
て
い
る
。「
想
い
を
込
め

て
、
一
つ
一
つ
こ
だ
わ
っ
て
選

ん
だ
５
〜
７
種
類
の
和
の
草
花

を
、
四
季
折
々
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

Ｙ
's
ガ
ー
デ
ン
の
篠
原
芳
子
さ

ん
。
立
ち
止
ま
り
、
ゆ
っ
く
り

草
花
の
取
り
合
わ
せ
を
観
賞
し

た
い
。

　

夏
に
は
、
通
り
は
七
夕
飾
り

や
お
洒
落
な
竹
飾
り
、
竹
風
鈴

な
ど
で
彩
ら
れ
、
夜
は
幻
想
的

な
光
が
燈
さ
れ
ま
し
た
。
和
の

風
情
た
っ
ぷ
り
の
河
原
町
、
ぜ

ひ
お
散
歩
し
て
く
だ
さ
い
♪

（
片
岡 

愛
）

子
規
の
花
通
り
に
21
鉢
並
べ
ら
れ
て

い
る
花
壇

坪
内
家
の
前
で
矢
野
さ
ん
と

　

東
温
市
、
坊
ち
ゃ
ん
劇
場
に

や
っ
て
き
た
。
西
日
本
初
の
常

設
劇
場
と
し
て
昨
年
４
月
に
誕

生
し
た
。
６
月
８
日
、
わ
ら
び

座
が
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
を
し
て

い
る
『
吾
が
輩
は
狸
で
あ
る
』

を
観
劇
し
た
。

　

公
演
が
終
わ
っ
て
ホ
ー
ル
の

外
へ
出
る
と
、
役
者

と
客
が
握
手
を
し
た

り
、
話
を
し
た
り
。

こ
う
し
て
公
演
が
終

わ
っ
た
後
に
役
者
と

交
流
で
き
る
こ
と
が
、

同
劇
場
へ
来
る
こ
と

の
醍
醐
味
。
舞
台
を

２
倍
楽
し
め
る
演
出

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
メ
リ
タ
ン
役
の
役

者
さ
ん
を
発
見
。
主
人
公
の
許

婚
役
で
あ
る
メ
リ
タ
ン
は
後
藤

歩
さ
ん
、
西
口
直
見
さ
ん
の
Ｗ

キ
ャ
ス
ト
（
現
在
は
窪
寺
杏

さ
ん
）。
２
人
は
20
代
前
半
で

筆
者
と
同
年
代
と
聞
い
て
興

味
を
持
ち
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

し
た
。

―

自
分
が
一
番
輝
い
て
い
る
な
と

思
う
瞬
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

後
藤
「
や
は
り
舞
台
の
上
に

立
っ
て
役
を
演
じ
て
い
る
時
で

す
。
お
客
様
の
前
に
立
っ
て 

演
技
を
す
る
、
こ
の
最
高
の

瞬
間
が
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら
、 

毎
日
舞
台
に
立
ち
た

い
と
思
い
ま
す
」。

―

将
来
の
夢
は
何
で

す
か
。

　

西
口「
ず
っ
と
ず
っ

と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
っ
て
も
役
者
と

し
て
舞
台
に
立
ち
続

け
る
こ
と
で
す
。
一

生
役
者
と
し
て
生
き

て
い
き
た
い
な
」。

　

役
を
演
じ
終
え
た
彼
女
た
ち

は
、
晴
々
と
し
た
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
た
。
毎
日
を
一
生
懸
命

生
き
て
い
る
こ
と
が
、
全
身
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

役
者
と
し
て
生
計
を
立
て
る

こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
確
固

た
る
自
分
の
夢
を
持
ち
、
日
々

挑
戦
し
続
け
て
い
く
彼
女
た
ち

に
、
同
年
代
の
女
性
と
し
て
素

直
に
尊
敬
で
き
た
し
、
こ
う
し

た
姿
に
憧
れ
を
持
っ
た
。
全
力

で
夢
に
生
き
る
。
彼
女
た
ち
は

こ
れ
か
ら
も
輝
き
な
が
ら
舞
台

に
立
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。

（
亀
井 

雅
子
）

客
と
役
者
の
交
流
が
醍だ

い

ご醐
味

■ 

感
じ
た
こ
と
、
取
材
し

た
こ
と
を
文
章
で
表
現
す
る

の
が
難
し
か
っ
た
。

（
Ｓ
・
Ｍ
）

■ 

宝
厳
寺
の
住
職
さ
ん
を

は
じ
め
、
新
し
い
方
と
の
出

会
い
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
Ａ
・
Ｕ
）

■ 

身
近
な
場
所
で
も
、
意

外
な
見
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。（
Ｔ
・
Ｕ
）

■ 

こ
れ
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
道
の
わ
き
に
、
ス
テ

キ
な
草
花
が
。
こ
れ
か
ら
の

河
原
町
・
子
規
の
花
通
り
が

楽
し
み
で
す
。（
Ａ
・
Ｋ
）

■ 

普
段
な
か
な
か
行
け
な

い
と
こ
ろ
に
行
け
、
お
遍
路

さ
ん
や
遍
路
道
に
あ
る
坂
本

屋
な
ど
で
、
い
ろ
ん
な
交
流

が
で
き
て
良
か
っ
た
。

（
Ｓ
・
Ｋ
）

まちづくり!!　まつやま新聞

松
山
の
女
の
子
の
選
ぶ

水
着
事
情

男
性
の
意
見

坊っちゃん劇場道後には、温泉以外にも貴重な史跡が盛りだくさん。
松山大学から51番札所石手寺まで、寄り道をしながら
てけてけ歩いて60分。散策後、足湯に浸れば最高の気分。

種田山頭火（1882～
1940山口県生まれ）
は、全国を漂泊した自由
律俳句の俳人。終の住処
として過ごした地が、一
草庵である。遍路の途中
で立ち寄る人も多い。

一草庵
湯の大地蔵、別名「火除け地
蔵」とも呼ばれる。僧の行基が
造ったと伝わる。約3.67ｍの
白い大きな地蔵尊が、道後の
町をひっそりと見守っている。

大地蔵尊
一遍上人の生誕地。重要文化
財である寄木造の一遍上人立
像が安置されている。一遍上人
（1239～1289）は鎌倉時代
の僧で、時宗を開き、生涯旅を続
けた。

宝厳寺

直径166.7cm、高さ157.6cmの円
筒状で、湯口として使われた。奈良時
代の作で、上部の宝珠に刻まれた「南
無阿弥陀仏」の文字は一遍上人の手
によるといわれている。日本最古の
湯釜で、県指定有形文化財。

石造 湯釜

道後商店街入り口の放生園には、か
らくり時計がある。毎日8：00～21：
00までの間、1時間ごと（春・夏休
み、年末年始は30分ごと）と8：30と
12：30に、音楽と共に仕掛けが動き
出す。その右手に無料の足湯がある。

道後駅前

松
山
の
若
者
が

気
に
な
っ
た
水
着

東京の人気水着ランキング
（インターネット調べ）

1 白黒　三角ビキニ

2 パステルカラー　ビキニ

3 チェック柄　ビキニ

4 ハイビスカス　パレオ

5 ワンピースタイプ

松山の人気水着ランキング
（調査対象：松山大学の女学生を中心に約60人）

1 白　三角ビキニ

2 ワンピースタイプ

3 フリルの水玉柄

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
。
周
辺

の
川
登
地
区
は
、
か
つ
て
砥
部

焼
の
原
材
料
の
陶
石
を
砕
く
水

車
が
並
ん
で
い
て
「
水
車
銀
座
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

砥
部
か
ら
ア
ー
ト
を
発
信
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
べ
・
Ｔ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
は
、
坪
内
家
の
活
用
を

呼
び
か
け
、
市
や
イ
ベ
ン
ト
を

中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い

る
。「
水
車
が
再
び
暮
ら
し
の

一
部
に
な
り
、
観
光
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
日
が
来
れ

ば
」
と
理
事
長
の
矢
野
徹
志
さ

ん
は
目
を
輝
か
せ
た
。

　

あ
な
た
も
ア
ー
ト
の
伝
統
と

里
の
魅
力
を
感
じ
に
砥
部
を
訪

れ
て
み
ま
せ
ん
か
…
。

（
成
松
亜
矢
子
）

（漆原 彩・イラスト：上野 多恵）

河
原
町

伊
予
郡 

砥
部
町

左から2人目が西口さん、3人目が後藤さん

（
２
０
０
７
年
夏
調
べ
）


